（様式第8号　別紙１）
事　業　報　告　書

	事業区分
（該当項目にチェック・複数可）
	□　健康の回復・増進　　　　　　　　□交流事業　
□　その他

	着手完了期日
	令和　　年　　月　　日（　　）　～　令和　　年　　月　　日（　　）

	実施場所
	

	参加者
(内 被災者人数）
	申請時　　　　　　　　（　　　　　　　　　）人
	主な参加者
	


	
	実　 績　　　　　　　 （　　　　　　　　　）人
	
	

	災害復興支援
事業の内容

	

	期待される効果・他団体に波及する効果
	

	災害復興支援事業の成果・効果
	当該事業実施の成果、参加者等の評価等を簡潔に記入してください。

	事業実施を踏まえてのステップアップ
（今後の課題）
	当該事業実施を踏まえての反省点や事業の広がりなど今後に繋がる取り組み方針等について記入してください。

	
	

	
	

	連絡先等
	住所
	
	TEL
	

	
	氏名
	
	役職
	
	E-mail
	


（様式第8号　別紙２）
収　支　実　績　書
１・収入の部
	費　　目
	実績額(円)
	内　　　　　訳

	参加者負担金
	
	

	自己資金
	
	

	助成金
	
	「ひょうご子ども・若者応援団」助成金

	その他収入
	
	

	合　計（※1）
	
	



２・支出の部
	費　　目
	実績額（円）
	内　　　　　訳

	
	
	うち助成分
	

	対象経費
	謝金
	
	
	※助成額は、講師１人につき１回25,000円を上限とする。複数回（複数の者）である場合は50,000円を上限とする。


	
	旅費
	
	
	※助成額は、75,000円を限度とする。


	
	印刷製本費
	
	
	

	
	需用費
	
	
	

	
	役務費
	
	
	

	
	使用料
	
	
	

	
	その他経費
	
	
	

	
	対象経費合計
	
	
	

	対象外経費
	
	
	

	合　　計（※2）
	
	
	


（注１）支出欄の費目は募集要領の８(1) 「助成対象経費」および８(2)「助成対象外経費」を参考にしてください。
（注２）収入の部「合計（※1）」と、支出の部「合計（※2）」はそれぞれ一致する。
（注３）「収入の部」・「支出の部」の記載方法は、別添の記入例を参照してください。
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)（様式第８号　別紙２）
収　支　実　績　書
１・収入の部
	費　　目
	実績額（円）
	内　　　　　訳

	参加者負担金
	２０，０００
	参加費：100円×200名

	自己資金
	７３，７４０
	 (
※
千円未満切り捨て
)

	助成金
	１５０，０００
	「ひょうご子ども・若者応援団」助成金

	その他収入
	２５０，０００
	団体協賛金、寄附金等

	合　　計（※1）
	４９３，７４０
	


 (
同額
)２・支出の部
	費　　目
	実績額（円）
	内　　　　　訳

	
	
	うち助成分
	

	対象経費
	謝金
	１０，０００
	１０，０００
	※助成額は、講師１人につき１回25,000円を上限とする。複数回（複数の者）である場合は50,000円を上限とする。
外部講師　　 10,000円×1名＝10,000

	
	旅費
	１３３，７００
	７５，０００
	※助成額は、75,000円を限度とする。
外部講師 5,000(往復)×3名×2回＝30,000
スタッフ　　 5,000(往復)×10名×2回＝100,000
スタッフ　　37×50㎞×1名×２回＝3,700

	
	印刷製本費
	１０，０００
	１０，０００
	募集チラシ　5円×2,000部＝10,000

	
	需用費
	４８，３００
	３５，０００
	消耗品（コピー用紙・インク代、マジック等）8,000　、流しそうめん材料23,500円、外遊び資材（ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ、ロープ、木材他）16,800円

	
	役務費
	２０，２００
	１０，０００
	募集チラシ郵送切手代　82円×100＝8,200
行事保険料@50×80×3日＝12,000

	
	使用料
	２３１，３００
	１０，０００
	講演会会場使用料　8,000、コンロ使用料　7,000
バス借り上げ代216,300

	
	その他経費
	
	
	

	
	対象経費合計
	４５３，５００
	１５０，０００
	


	対象外経費
	４０，２４０
	
	弁当代@450×20人×3回＝27,000・飲み物代 10,000
講師土産代等3,240円

	合　　計（※2）
	４９３，７４０
	
	


（注１）支出欄の費目は募集要領の８(1) 「助成対象経費」および８(2)「助成対象外経費」を参考にしてください。
（注２）収入の部「合計（※1）」と、支出の部「合計（※2）」はそれぞれ一致する。
（注３）「収入の部」・「支出の部」の記載方法は、別添の記入例を参照してください。
